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令和元年度第１５回庁議提案  審議・報告・その他 

                    提 出 日：令和元年１１月１３日 

                    担当部・課：河北総合支所地域振興課〔内線 ２２５ 〕 

                          産業部観光課     〔内線 ３５３２〕 

① 件  名 

 

道の駅「上品の郷」の指定管理者の指定について 

 

②施策等を必要とする背景及び目的（理由） 

【背景】 

  道の駅「上品の郷」は地域資源の有効活用と地域産業の活性化を図るとともに経済・情報・ 

 交流の拠点と賑わいの場を創出する目的を効率的かつ効果的に達成するため指定管理者制度を 

平成１７年から導入しているが、３期目の指定管理期間が令和２年３月３１日で満了する。   

 

【目的】 

  指定管理期間満了に伴い、道の駅「上品の郷」の指定管理者について、令和２年４月１日から 

指定するもの。 

③根拠法令及び総合計画又は個別計画との整合性 

【根拠法令】 

≪指定管理者の指定に関すること≫ 

・地方自治法第２４４条の２第３項及び第６項 

 ・石巻市公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例第５条第１項 

 ・石巻市道の駅「上品の郷」条例第３条 

 

≪非公募による指定管理者の指定に関すること≫ 

・石巻市公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例第２条ただし書き 

 ・石巻市指定管理者制度導入基本方針Ⅰ-３-（２） 

事業を実施するための外郭団体等が存在し、当該施設の管理をしている施設 

【〔総合計画との整合性 総合計画の位置付け：有・無〕 又は 〔個別計画との整合性〕】  

④提案に至るまでの経過（市民参加の有無とその内容を含む。） 

  平成１７年 ３月 供用開始より指定管理 株式会社かほく・上品の郷 

（令和２年３月３１日まで３期） 

令和 元年１０月 指定管理者指定申請書及び添付書類の受理 

          指定申請書に基づく指定管理者候補者の選定 

⑤主な内容 

（１） 施 設 名：石巻市道の駅「上品の郷」 

（２） 所 在 地：石巻市小船越字二子北下１番地１ 

（３） 施 設 概 要： 開  館：平成１７年３月２６日 

           敷地面積：１５，５３６．０９㎡ 

           延床面積： ３，５７７．８５㎡ 

構  造：木造（一部ＲＣ）平家造 

（４）施 設 内 容：地域振興施設（農産物等直売所・レストラン・売店・管理事務室） 

       温泉保養施設（ふたごの湯） 

       道路情報コーナー・トイレ施設 

       駐車場 

（５）指 定 期 間：令和２年４月１日から令和７年３月３１日（５年間） 

 （６）選定候補者：株式会社かほく・上品の郷 代表取締役 末永 佑工 

          （石巻市小船越字二子北下１番地１） 

資料６ 
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 （７）選 定 方 法：非公募 

 （８）選 定 理 由： 道の駅「上品の郷」の管理運営については、平成１７年３月１８日から指定 

管理者制度を導入し、株式会社かほく・上品の郷を指定管理者としている。 

同社は、道の駅「上品の郷」の管理運営を目的として設立された会社（市の

持株比率８９％）であり、平成１７年３月の施設開設以来、現在まで指定管理

者として管理運営を行っており、同施設の運営に際してのノウハウを蓄積して

いる。また、株主である出店者も客のニーズにあった販売戦略に努力している。 

このような管理運営体制を勘案すると、他に適正な管理運営ができる団体は 

          ないものと思慮されることから、令和２年度以降についても引き続き株式会社 

          かほく・上品の郷を公募によらない指定の候補者として指定しようとするもの 

          である。 

 （９）指定管理料：なし 

 

⑥実施した場合の影響・効果（財源措置及び複数年のコスト計算を含む。） 

【影響・効果】 

指定管理者制度を継続することにより管理施設を活用した事業が効率よく展開でき、地域活性化

の拠点となり、雇用創出や地場産業の振興が図られる。 

【財源措置】 

石巻市からの指定管理料は発生していない。 

⑦他の自治体の政策との比較検討 

 

⑧今後の予定及び施行予定年月日 

 

  令和元年１２月 市議会第４回定例会に指定管理者の指定について提案 

  令和２年 １月 指定管理者の指定について通知 

       ３月 指定管理に係る基本協定の締結 

       ４月 指定管理者による管理運営開始 

⑨その他 

 

 


